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 クラゲ類中で特異な一生を送るベニクラゲTurritopsis spp.とカイ

ヤドリヒドラクラゲ Eugymnanthea japonica  Kubota の対照的

な生活史を比較説明した． 

老化やストレスで衰弱したいかなるクラゲも，全て

の多細胞動物と同じく必ず死亡する．ところがベニク

ラゲは死なず，成体でも未成熟でもクラゲは若いポリ

プにもどれる．若返れたポリプはまた成長してクラゲ

になるが，若返りは何度でも繰り返せる能力があり，

演者は，本年，この世界記録を達成し，まだ更新中である（久保田，

２００９）．ベニクラゲは，まさに人類の夢を具現する“不死のクラゲ”

である。 

 一方，カイヤドリヒドラクラゲはその名の通り「貝

に宿ったヒドラのクラゲ」だが，ベニクラゲとは逆

に“早死のクラゲ”である．若いポリプは二枚貝の

柔らかい体に付着して暮らし，暖期に次世代のプラ

ヌラをつくるため，クラゲは貝の外に遊離する

（Kubota, 2008）。この時の成熟クラゲは口や胃袋を退化させ，獲

物を捕まえる触手も全く持たない．プラヌラをつくったらすぐに死亡

しまう有性生殖のみを機能する早死のクラゲなのである。 

 ベニクラゲの不死の進化は，クラゲ類中はもとより全多細胞動物中

でも特異的だが，カイヤドリヒドラクラゲのような早死する成熟クラ

ゲの進化は様々な分類群で平行進化をおこしている．両者の生活史の

相違がいかに生じたかについては謎のままである． 
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